
７月 日、九州森林管理局大会議室において、熊本県や森林組合、森29
林管理局の職員をはじめ、 法人や業界新聞社等のマスコミ関係者なNPO
ど約 名が参加し、第１回九州森林・林業セミナーが開催されました。70
セミナーは、森林・林業に関する先進的な研究や取組を行っている研究

者や森林・林業関係者が一堂に集まり、森林の持つ多面的機能の発揮や林

業の持続的かつ健全な発展等に向けた知識や情報等を共有し、関係者相互

の森林・林業技術と知識のレベルアップを図り、新たに開発された林業技

術や先進的な取組の普及を目的に九州森林管理局が主催したものです。

まず、津元 「今回のセミナーのテーマで賴光局長が

ある低コスト育林は森林・林業関係者が克服しなければならない最大の課題。今

、 、日のセミナーを契機に 参加していただいた産・学・官の皆さんが一体となって

課題を克服する技術やシステムの開発に努めて頂ければ幸いです」とあいさつ。

セミナーは、育林分野の低コスト化をテーマに、独立行政法人森林総合研究所

九州支所の中村松三支所長が「スギ再造林の低コスト化を目的とした育林コスト

予測手法及び適地判断システムの開発」と題して講演を行いました。

今回の演題は、平成 年度新たな農林水産政策を推進する実用化技術開発事21
業に応募し採択された課題で、①コンテナ苗や大苗を用いた植林作業の機械化技

術の開発。②低コストな雑草木刈り技術とシカ食害軽減手法の開発。③最適な低

コスト作業方法の選択を可能とする再造林システムの開発により、再造林コスト

を従来の ％（ ～50 50
万円／ ）に削減60 ha
する取り組みについて説明されました。

また、当局の岸川企画官が森林技術セン

ターで実施している技術開発課題「高性能

林業機械・コンテナ苗を活用した低コスト

育林に向けた実証試験」の実施状況を報告

しました。

業界関係者等の質問も相次ぎ、改めて低

コスト育林の重要性を認識したセミナーと

なりました。次回のセミナーは列条間伐を

テーマとして、 月下旬頃開催する予定10
です。

第 ５０ 号
発行日 平成２１年９月７日
九州森林管理局 指導普及課

860-0081〒
熊本市京町本丁２番７号
096-328-3593 096-326-7062TEL FAX
ky_fukyu@rinya.maff.go.jpEﾒｰﾙ:

コンテナ苗の特徴
メリット
・活着率が高い
・育苗時の床替、根切、除草作業
が不要である
・植栽前に仮植する不要がない
・時期を選ばずに植栽できる
デメリット
・ヤシガラ繊維等の特殊な培地が
必要

1 ！第 回九州森林・林業セミナーを開催
～スギ再造林の低コスト化を目的とした育林コスト予測手法

及び適地診断システムの開発～

中村支所長

津元局長

岸川企画官



九州森林管理局では８月 日から 日にかけて、インターンシップ生（農20 26
林水産省就業体験実習）を受け入れました。

今年森林管理局の職場を訪れたのは、見るからに健康そのもの、精悍な表

情の九州大学大学院修士課程１年生の中間康介

さんで、指導普及課の業

務を中心に就業体験しま

した。

実習内容は、まず初日

に九州国有林の概要の説

明を受け、２日目以降は

インターンシップ期間中

に行う指導普及課のイベ

ント、第３回実践・公開

講座及び先生方の「森の

塾」の事前準備や当日の

スタッフ業務をはじめ、

森林技術センターの技術

開発試験地の見学などを行いました。特に

スタッフ業務では、生き生きとした表情で一般参加者や小学校の先生方のお世話

をしている姿には大変好感が持てました。

森林技術センター見学では、広葉樹植栽や耐陰性スギなどの試験地

を見学し 「広葉樹を植栽した場合の病虫害対策」や「耐陰性スギ植栽、

のコスト削減」等に興味を示し、熱心に技術センター職員に質問する

など案内した職員の皆さんも感心した様子でした。

最終日は、海外研究者の講演会を聴講し、インターンシップの取り

まとめを行った後、指導普及課の職員へ敬意と感謝の言葉をさわやか

に述べ帰路に着きました。指導普及課では、今回のインターンシップ

が中間さんの職業選択に少しでも役に立てばと願っています。

した作品に描きあげました。

。最後に額に入れみんなで講評を行いました

額に入れると一段と立派に見え皆さん大満足

。の様子でした

７月 日、監物台樹木園みどりの交流館におい26
て、第２回実践・公開講座「森林の公益的機能を知

ろう （絵手紙）を実施しました。」

講座には、 名が参加。指導者の九州森林イン24
ストラクター会の松野親人さんが、まず森林の役割

と地球温暖化の関係について講義。参加者は森林・

林業の重要性を認識したようでした。

後半の絵手紙では、松野さんから絵手紙を描くと

きのコツを伝授されると、参加者の皆さんは自信を

持った様子で、夏野菜や花などを題材にイキイキと

第２回実践・公開講座

松野親人さん

志望理由：大学で学んだ技術や知見
が林野庁を通して地域住民や林家の
方々にどのように普及されているの
か、その実務に興味がありました。
また、森林管理局の実務を経験する
ことで、職業選択の方向性を定めて
いきたいと思い、国有林の職場を選
びました。

九州大学大学院修士
課程 年の中間康介で1
す。生物資源環境学府
で林学を専攻していま
す。趣味は野球です。

一
週
間
の
就
業
体
験
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
方
が
自
分
の
仕
事
に
対
し

て
熱
意
と
誇
り
を
持
た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
日
本
の
森
林
を
守

っ
て
い
る
職
員
の
方
々
へ
の
敬
意
を
抱
く
と
と

も
に
私
の
就
業
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ネイチャーゲーム

ルーペで葉を観察

しっかりフォロー



樹
木
観
察
で
は
、
先
生
方
は
樹
木
の
特

参
考
に
な
っ
た

「
時
間
を
忘
れ
て
熱
中

」
、

徴
や
見
分
け
方
な
ど
の
説
明
に
熱
心
に
耳

し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

を
傾
け
、
一
日
生
徒
に
な
り
き
り
真
剣
に

想
が
出
さ
れ
、
先
生
方
に
と
っ
て
は
、
普

メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

段
で
は
経
験
出
来
な
い
生
き
た
学
習
に
な

８
月

日

監
物
台
樹
木
園
に
お
い
て

方

は

古

島

最
後
の
意

っ
た
よ
う
で
す
。

、

、

24

小
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
し
た

森
の
塾

企

画

係

長

見

交

換

で

「

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

の

指

導

で

は

「
森
林

、

今
回
で

回
目
と
な
る
森
の
塾
に
は
、
市

木

工

ク

ラ

環
境
教
育
と

13

内
の
六
つ
の
小
学
校
か
ら

名
の
先
生
方
が

フ

ト

作

り

い
っ
て
も
具

10

参
加
。
井
野
指
導
普
及
課
長
補
佐
が
「
こ
の

に

挑

戦

。

体
的
な
イ
メ

塾
は
夏
休
み
を
利
用
し
、
小
学
校
の
先
生
方

日
頃
手
に
し
て
い
る
チ
ョ
ー
ク
を
鋸
や
金

ー
ジ
が
湧
い

が
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
校
で

槌
に
持
ち
か
え
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

て
こ
な
か
っ

の
森
林
環
境
教
育
に
生
か
し
て
い
だ
く
こ
と

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
立
派
な
マ
ガ
ジ
ン
ラ

た
が
、
今
日

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ッ
ク
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

の
塾
は
大
変

ら
学
習
し
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

午
後
は
、
九
州
森

ま
ず
堂
薗
緑
の
普
及
係
長
が
局
署
の
森
林

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

環
境
教
育
の
取
り
組
み
事
例
を
説
明
し
た

ー
会
の
安
樂
さ
ん
と

後
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
一

荒
木
さ
ん
を
講
師
に

人
一
人
が
木
の
枝
や
幹
な
ど
の
木
の
各
部
位

迎
え
、
自
分
が
ど
ん

に
な
っ
て
１
本
の
木
を
作
る
ゲ
ー
ム
を
実

な
生
き
物
に
な
っ
て

施
。
先
生
方

い
る
か
を
当
て
る

私
「

は
歓
声
を
上

は
誰
で
し
ょ
う
」
や

げ
な
が
ら
、

自
然
の
中
に
紛
れ
込

た
く
ま
し
い

ん
だ
人
工
物
を
見
つ

人
間
の
木
を

け
る
「
カ
モ
フ
ラ
ー

作
り
上
げ
る

ジ
ュ
」
と
い
っ
た
ネ

と
緊
張
も
一

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

気
に
ほ
ぐ
れ

実
施
。
先
生
方
は
童

た
様
子
で
し

心
に
返
っ
た
よ
う
な

た
。

表
情
で
取
り
組
ん
で

次
に
先
生

い
ま
し
た
。

先
生
方
の

や
情
報
紙
「
み
ど
り
と
技
術
だ
よ
り

「
情
報
み
ど

」

り

「
い
り
お
も
て
の
森
か
ら
」
な
ど
が
、
２
箇
所

」
目
の
ブ
ー
ス
に
は

「
山
学
校
み
ど
り
の
教
科
書
」

、

や
森
林
環
境
教

九
州
森
林
管
理
局
の
庁
舎
入
口
に
は
、

育
用
の
パ
ン
フ

各
課
の
取
り
組
み
を
来
庁
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る

レ
ッ
ト
と
と
も

た
め
に
、
課
で
取
り
組
ん
で
い
る
業
務
に

に
、
実
践
・
公

関
す
る
刊
行
物
や
印
刷
物
、
パ
ン
フ
レ
ッ

開
講
座
で
作
成

ト
な
ど
を
展
示
す
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

し
た
木
製
の
イ

て
い
ま
す
。
展
示
は
、
各
課
の
順
番
で
期

ス
や
プ
ラ
ン
タ

間
は
１
ヶ
月
間
。
８
月
１
日
か
ら
１
ヶ
月

ー
、
本
立
て
な

間
、
指
導
普
及
課
が
担
当
と
な
り
、
玄
関

ど
を
展
示
し
、

右
側
の
２
箇
所
に
展
示
し
ま
し
た
。

来
庁
者
の
人
目。

展
示
物
の
内
容
は
、
ま
ず
１
箇
所
目
の
ブ
ー
ス
に

を
引
き
ま
し
た

は
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
平
成

年
度
重
点
課
題

21

ＰＲは庁舎入口から

情
報
紙
や
木
製
イ
ス
、
プ

ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
展
示
し
て

指
導
普
及
課
を
Ｐ
Ｒ

局玄関脇のＰＲブース

行事予定

月 日☆ 10 24
西表森林環境保全

シンポジウム

☆ 月 日10 25
第４回実践・公開

講座「草木染め」

人間の木

ネイチャーゲーム

成果品を手に記念撮影



紙一枚からできる地球への思いやり
～九州森林管理局では地球温暖化防止のため、再生可能な間伐材製品利用を推進しています～

残したい美しい森伝えたい木の文化、
美しい森林づくり推進国民運動キャッチフレーズ」「

本紙「みどりと技術だより」が

今号で、５０号の発行となりまし

た。創刊号は、１６年前の平成５

。 （ ）年８月に発行 同年の組織の再編により当課 指導普及課

が新設され、発行が始まりました。何度か紙面のスタイル

を変え、技術情報紙として、国民の森林・林業への理解と

森づくりへの参加の推進、地域林業の活性化に資すること

を目的に発行。過去の記事を見ると、その時々の取り組み

や、行ったイベントなどがわかります。また、多くの皆様

、 （ ） 、に読んで頂こうと 平成１９年１０月 第３１号 からは

メールマガジン方式で配信を開始しました。これからもな

お一層皆様に親しまれる紙面づくりをしていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

企画係 古村 理恵子 「酔芙蓉」
ス イ フ ヨ ウ

旬の花編集後記

か
っ
た
。
材
質
面
で
の
改
良
を
妨

げ
て
き
た
原
因
と
し
て
、
選
抜
基

準
の
自
己
回
帰
性
や
選
抜
基
準
と

し
て
の
容
積
密
度
へ
の
偏
重
、
材

８
月

日
、

質
と
樹
齢
と
の
関
係
の
軽
視
や
収
穫
年
次
に
よ
る

26

九
州
森
林
管

材
質
評
価
の
制
限
、
経
済
的
な
価
値
と
の
不
一
致

理
局
に
お
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
材

」

て
、
海
外
研

質
面
の
改
良
に
お
い
て
効
果
的
な
方
法
は
、
可
能

究
者
講
演
会

な
限
り
早
い
段
階
で
悪
い
材
質
の
個
体
を
ふ
る
い

が
行
わ
れ
、

落
と
す
こ
と
に
着
目
し
た
選
抜
方
法
を
採
用
し
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー

い
る
こ
と
。
そ
の
最
適
な
時
期
は
、
２
年
次
の
ふ

ラ
ン
ド
カ
ン

る
い
落
と
し
を
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説

タ
ベ
リ
ー
大
学
の
ル
イ
ス
・
ア
ピ
オ
ラ

明
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ザ
博
士
が
「
地
域
の
林
木
育
種
の
現

意
見
交
換
も
行
わ
れ

参
加
者
か
ら
の
質
問

１

、

「

況
と
課
題
」
と
題
し

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ヘ
ク
タ
ー
ル
２
，
５
０
０
本
の
植
栽
か
ら
８
０
０

、

ン
ド
の
林
業
と
林
木
育
種
戦
略
の
概
要

本
と
し
た
理
由
は
」
に
対
し
、
同
博
士
は
「
選
抜

」

と
「
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
に
お
け
る
材

育
種
し
た
形
状
の
良
い
も
の
を
植
栽
す
る
と
間
伐

質
の
早
期
選
抜
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

の
必
要
が
無
く
、
植
栽
本
数
の
低
減
や
育
林
コ
ス

ま
し
た
。

ト
の
削
減
に
繋
が
る
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
九
州
森
林
管
理
局
や

今
回
の
よ
う

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
、
県

な
海
外
研
究
者

の
試
験
研
究
機
関
の
職
員
を
は
じ
め
、
民
間
林
業
事

の
外
国
語
に
よ

業
体
等
の
関
係
者
な
ど
約

名
が
参
加
し
聴
講
し
ま

る
講
演
は
森
林

30

し
た
。

管
理
局
で
は
初

博
士
に
よ
る
と

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

め
て
で
、
海
外

、

50

年
間
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
の
育
種
を
行
っ
て
い
る

の
育
種
や
植
栽

が
、
そ
の
材
質
は
本
質
的
に
は
殆
ど
改
良
さ
れ
て
い

樹
種
な
ど
の
現

な
い
。
初
期
の
数
十
年
間
は
成
長
や
樹
形
に
重
点
を

状
を
身
近
に
知

置
い
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら

る
良
い
機
会
と

は
、
構
造
材
と
し
て
の
強
度
の
改
良
に
力
が
注
が
れ

な
り
ま
し
た
。

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
材
質
は
殆
ど
改
良
さ
れ
な

海外研究者講演会

ルイス・アピオラーザ博士

講演は英語


